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「世界的自覚」と「東洋」 
――世界大に進展する創造的能動性と西田幾多郎、鈴木大拙―― 
本論文は、西田幾多郎の哲学と鈴木大拙の思想を、両者の根底に「世界大に進展する創造的能動性」
という共通のモチーフを据えることで、一体的な思想運動の二側面として究明するものである。 
第一編では、西田が『善の研究』で展開した自発自展という独特の実在論を、「世界大に進展する
創造的能動性」のモチーフに基づくものとして読み解き、これを大拙の思想にも見出すことを試みる。
ここでは、西田哲学が課題や歴史的境位を他の思想家たちと共有し、一つの思想運動の系譜に属して
いることが示唆され、内村鑑三、綱島梁川、清沢満之といった先行宗教哲学者にもこのモチーフが見
出せることが確認される。さらに、西谷啓治の西田哲学研究を参照して、『善の研究』の純粋経験論
が「近代という時空における新しい形而上学の樹立」という課題にも応えていることが確認される。 
第二編では、「世界大に進展する創造的能動性」のモチーフが西田哲学でどのように主題化され論
述されたかが「本体」、「創造」、「人格」といったテーマに即して述べられる。西田哲学にあっては、
実在が様々な姿から実在界を彩りゆくその様が本体の同一性から捉えられ、実在の展開と本体の同一
性が一つの活動の両面と位置づけられる。このような動的統一からなる本体論という特徴は、「創造」、
「人格」についての彼の見方に影響を及ぼし、生成を一つの主体における能動性と受動性の不可分離
的共在として把握させ、最終的に世界形成と自主的営為が直接的に結びつけられることにもなった。
このことから、本編では、われわれの一挙手一投足は自己と世界を形成すると同時に、その営為にお
いて「神」と人とが同一の根源性を内に蔵するとする、独特の「創造」論が展開される。 
第三編では、論者は大拙に注目し、「霊性的自覚」、「「自由」の回復」、「「東洋」の現代的可能性」
などの主張に創造的能動性の考えがどのように適用されたかが探求される。大拙は「大地」及び「霊
性」をわれわれに働きかける直接的に基底的なるものと見る。「大地」が機序を弁えることを教えつ
つ人間を内包してその生を支えるのと同様、「霊性」も人間の精神性を包み涵養する。大拙はその例
を『歎異抄』の「親鸞一人」の自覚に求めたが、論者はこれを、個人の営みと全体的形成作用とがひ
とつながりに働くという、「世界大に活動する創造的能動性」のモチーフに合致するとみなす。 
第四編では、①実在界を創造的能動性が融通無碍に活動する場とし、全体にも細部にもその活動性
があまねく浸透しているとする点、②各々の事物はそれぞれの個性・特性から見かけ上の差異を認め
られつつも、それぞれが「世界」の形成に与ると見なされる点、③「東洋文化」から「世界文化」に
「知」が豊富かつ継続的に齎される必要があり、そのことによって「世界」がより望ましい形で形成
されるという点、以上の三点から本論文全体の総括がなされる。 
日本近代哲学におけるアカデミックな精神史的究明と、現代世界が蔵する諸課題への実践的対処と
いう二側面を有している本論文は、双方の側面に学術的に十分な形で答えていることに加え、その総
合性の高さによっても斯学の発展に大いに寄与するものであることは疑いを容れない。よって本論文
の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
